
  

 

 

 

 

 

 

第二回学校運営協議会について 
 

 10 月 17 日（月）第二回の運営協議会(13 時 20 分～15 時終了：於、西山形小音楽室) 

が開催されました。当日の次第に沿ってご報告します。 

 

１ 日程説明（教頭） 

２ 児童発表 

  5 年生児童による総合的な学習の時間の成果発表を行いました。テーマは「西山形地
区をきれいにしよう」です。昨年度 4 年生からの取組を継続して今年度も行っており、
児童が回収した西山形地区の昨年度と今年度のごみの量を比較し、その結果と今後の展
望について発表しました。 

【委員の皆様からの主なご感想・ご意見等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 開会（教頭） 

４ 会長あいさつ（宮部会長） 

５ 校長あいさつ（加藤校長） 

６ 協議 

（１）任命状手交 各委員に今年度の任命状を手渡ししました。 

（２）前期学校経営及び教育活動等について 及び（３）今後の教育課程について  

校長から、今年度の学校運営基本方針に基づいて前期（4 月～9 月）の教育活動等の

報告と、今後の教育課程について説明を行いました。前期の教育活動では、「コミュニ

ティ・スクールの長所である校内外の教育資源をフル活用し、育成したい資質・能力

である「表現力」の向上に努めることができたこと」また、「自己肯定感を高めるため

に活動のねらいの明確化と活動の振り返りを丁寧に指導してきたこと」等を報告しま

した。一方で、今後隣接するコミュニティセンターや学童クラブ等と連携した取組の

具体について今後検討が必要であることも報告しました。 

今後の教育課程については、新校舎移転の年だ

からこそ実施可能な教育活動に重点を置いた学

校行事の日程・内容の見直しを図ったことについ

ての経緯説明を行いました。（11 月 12 日開催予

定だった学習発表会を、現校舎とのお別れセレモ

ニーを含んだ内容にし、セレモニーに向けた学習

活動を充実するために開催期日を 12 月 10 日に

変更すること） 

 

令和４年 11 月 

西山形小学校

運営協議会 

事務局 

NO.２ 

・取組の結果をぜひ地域住民に発信してほしい。 

・土地所有者に草刈りを依頼するなどして、ごみを捨てづらい環境にしていくことも大事
ではないか。 

・ごみが多く捨てられている場所を調べたり、捨てる理由を考えたりすることで、より深
まった学習になるのではないか。 

・昨年度作成した看板の効果があって今年度のごみの減量に繋がったのではないか。 

・4 年生から継続して取り組んでいるところが素晴らしい。等 



【委員の皆様からの主なご感想・ご意見等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）見守り活動について 

  委員である奥山西山形コミュニティセンター所長から、これまでの懸案事項であった

見守り隊の立ち上げについて進捗状況が報告されました。現在、西山形振興会を所管と

して、見守り隊の隊長に西山形振興会長を、副隊長に振興会文化事業部長をお願いして

います。隊員としては、民生児童委員を中心として組織します。見守り隊の活動に伴う

運営予算（例えば、隊員の保険等）については、西山形地区青少年健全育成連絡協議会

から準備し、保険については、ボランティア保険を使う予定です。 

  具体的な活動については、できるだけ早く第一回出発式を行えるように営為準備中で

す。（本協議会後、12 月 2 日に見守り隊の出発式を行うことができました。）今後、隊員

の帽子やビブス等をどうしていくか検討していきます。 

【委員の皆様からの主なご感想・ご意見等】 

  

 

 

 

 

 

（５）その他 

【委員の皆様からの主なご感想・ご意見等】 

 

 

 

 

 

 

 

７ 連絡 

 次回の会議は、令和 5 年 2 月 28 日（火）、 

新校舎での開催を予定しています。 

８ 閉会（鬼島副会長） 

・地域人材は西山形地区の「宝」である。先生方が、その「宝」を積極的に活用できてい

るのは、鬼島とかみ学習支援コーディネーター(地域学校協働活動推進員)の力が大きい。 

・これまでの取組によって、育成したい資質・能力「表現力」の向上に繋がっている。こ

の変容を学校としても大いに評価して、学校（教員）の自己肯定感の高まりにしてほし

い。 

・新校舎移転を「誰も経験できない有意義なこと」と捉え、教育課程を改善された点につ

いて、大いに賛同する。西山形メモリアルセレモニーに期待したい。 

・タブレットを使いこなして学習をしている児童が増えているように感じる。情報活用能

力の向上に繋がっているのではないか。 

・市内の小学校の中でも、西山形小は、コロナ禍の中、校内外の教育資源活用した教育活

動を積極的に行っている。 等 

・見守り隊の立ち上げ等の運営を、学校ではなく「地域が担う」本ケースは非常に珍しく

好事例である。 

・運営協議会でこれまで熟議を継続してきた成果である。 

・熟議だけで終わらず、具体的な実行に繋がった点が素晴らしい。等 

・少子化対策は、西山形地区の喫緊の課題である。 

・西山形地区在住の女性の方々が「西山形女性有志の会」を発足し、「地域活性化に向け

て」をテーマに、近く宮部会長との懇談を予定している。 

・特色ある学校から魅力ある学校になることが重要である。少人数の長所を、さらに生か

してほしい。 


